
8 月 1 日以降の病院との連絡・協議の経過 

 

日付 市側担当者 連絡手段 病院側相手方 目的・概要 

８月 10 日 健康医療部次長 

医療政策課長 

対面 事務方 病院側へ、今後の支援判断に当たって確認する資料について説明し、施設

整備、医療機器・電子カルテへの自主財源の投入実績と今後の更新予定、

減価償却費の推移と見通し、産科など政策医療の部門別収支と補助金の充

足状況、本部の決算状況などの資料提供を依頼 

９月 ２日 医療政策課長 メール 事務方 病院側へ基礎データの作成について依頼 

９月 11 日 医療政策課長 メール 事務方 病院側から上記データの受理 

10 月 16 日 健康医療部次長 

医療政策課長補佐

医療事業係担当者 

対面 事務方 市立奈良病院等管理運営協議会での説明内容や進行について打合せ 

病院の経営状況及び診療報酬改定の影響についても確認し、病院から、９

月末時点で累積赤字が約 4,600 万円であること、収益は改定前と比較して

全体で約３％、入院関連で約３～５％増加していることなどの説明を受け

た。また、毎年、患者数や診療単価等を基に年度末の見込みを試算してお

り、特に 10 月から 11 月の実績が重要であると説明を受けた。 

10 月 16 日 医療事業係担当者 メール 事務方 病院側から令和８年度の損益推移表の提供を受けた。 

10 月 19 日 医療事業係担当者 メール 事務方 病院側から令和７年度の損益推移表の提供を受け取った。 

10 月 19 日 市長 

副市長 

関係部長 

対面 地域医療振興協会の

理事長 

病院の幹部方 

市立奈良病院等管理運営協議会を開催 

病院の管理運営に関しての意見交換 


